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1. 調査目的 

本調査は、太陽光パネルからの反射光について、その実態（反射光到達の有無、継続時間、

影響範囲等）を現地調査により確認し、対策を検討するための基礎資料を得ることを目的とす

る。本調査は 2026 年 5 月 16 日に実施した春実査に続き、夏実査として夏至前後に実施するも

のである。 

 

2. 調査概要（夏実査） 

2.1 調査日時 

2026 年 6月 17 日（水）15:30～18:00 

（天気：晴、ただし観測途中に薄雲が広がる） 

 

2.2 調査方法 

広範囲における反射光の到達状況を効率的に把握するため、以下の 2 つの方法を組み合わせ

て調査を行った。 

(1) 固定観測（3地点） 

本調査は、反射光の継続時間の確認や反射しているパネルの特定を目的として調査を行う

ものである。 

・ 先達達太太陽光電事業業に伴う反射光予測業務報告書（2026 年 3 月 10 日追加補正）」 （以下

先シミュレーション報告書」という）」の結果を参考に、調査日に反射光が到達すると見込

まれ、かつ見通しが良い地点を選定した（地点 No.8-2：福島西工業団地1、No.11：大森地

区（小島田館跡付近）、No.12：国道 115 沿い（あづま脳神経外科前））。 

・各調査地点において、反射光の推移を目視と写真撮影（動画、静止画）で記録するととも

に、調査票に時刻別の反射の有無、反射箇所を記録した2。 

 

(2) 移動観測 1（国道 115号） 

国道 115 号の日本キャタピラー付近～あづま脳神経外科前付近を移動しながら、達達太方

向に向かう車両運転手からの反射光の見え方を確認する調査である。 

・調査員 1 名が同区間を往復し、反射光の見え方を目視と写真撮影（静止画）で記録し、調

査票に反射状況を記録した。 

 

(3) 移動観測 2（主要地方道上名倉飯坂伊達線） 

本調査は、南北方向の反射光の広がりを確認するため、主要地方道上名倉飯坂伊達線を南

北に移動しながら、反射光が届く範囲を確認する調査である（春実査と同じ調査）。 

・2 名 1組で実施し、1名が反射光到達の北限側、もう 1名が南限側を移動しながら、反射光

の届く範囲の変化を記録した 2。 

  

 
1 No.8-2 は、春実査地点より約 200ｍ南側の地点である。 
2 反射の有無は、調査員の目視により判定しているため、判定時刻に若干の誤差を含んでいる。 
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図 2-1 調査地点位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 アレイ群説明図  

方位角（度） 斜度（度）

180 15.0
180 15.0

傾斜地① 東向き26.32％（14.8度）の斜面 136 20.9
傾斜地② 東向き7.70％（4.4度）の斜面 164 15.6
傾斜地③ 東向き17.90％（10.1度）の斜面 147 18.0
傾斜地④ 東向き12.94％（7.4度）の斜面 154 16.7
傾斜地⑤ 北東向き16.66％（9.5度）～東北東4.2％（2.4度）程度の斜面 115～145 15.0～17.7

平坦地
南向き斜面

アレイの群の向き
斜面の向き

固定観測点（３地点） 

移動観測（２箇所） 
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3. 調査結果 

3.1 固定観測 

(1) No.8-2 福島西工業団地 

本地点では、15:54 頃に向かって左側のアレイ群 （斜地地①-3）から反射が始まり、反射の

中心域が徐々に右側に移動していった （写真 3-1）。16:10 頃には斜地地①-2 でも反射が見ら

れるようになり、16:20 頃に反射面積が最大となった。 

16:40～16:50 頃には、斜地地⑤と推定される場所から細長い反射域が確認された（写真 

3-2）。 

その後は反射場所が斜地地①-1 に移り、17:26 頃に右端付近で反射が終了した。 

反射開始から終了までの継続時間は、約 92分であり、ピーク時（16:20 頃）のパネル全体

の見かけ面積に対する反射場所の面積比は、約 47％であった。 

なお、当日は薄雲が掛かる時間帯があったことから、反射開始・終了時刻には誤差が含ま

れている可能性がある。 

表 3-1 調査結果概要（福島西工業団地） 

 

時刻 
全体の見かけ面積に対する 

反射場所の面積比 
備考 

15:54 頃 - 反射開始 

16:00 頃 約 40％  

16:10 頃 約 46％  

16:20 頃 約 47％ 反射のピーク 

16:30 頃 約 27％  

16:40 頃 約 1％  

16:50 頃 約 4％  

17:00 頃 約 5％  

17:10 頃 約 12％  

17:20 頃 約 3％  

17:26 頃 - 反射終了 

総継続時間 約 92 分  

注：全体の見かけ面積：写真上の白枠の面積  
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IMG_3706 

 

 

 

 

 

 

写真 3-1 No.8-2（福島西工業団地）から見た反射の状況（16:20撮影）ピーク時 

 

 

 

 

 

IMG_3717 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-2 No.8-2（福島西工業団地）から見た反射の状況（16:40撮影）傾斜地⑤から反射 
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(2) No.11 大森地区（小島田館跡付近） 

 本地点では、15:51 頃に向かって左側のアレイ群（斜地地①-3）の左から 3 分の 2 ほどの

領域で一斉に反射が始まり、16:00 頃には斜地地①-3 及び斜地地①-2全体に反射域が広がっ

ていった（写真 3-3）。 

 その後、斜地地①-3 の左側から反射が収まり始め、16 ：30 頃には斜地地⑤と推定される場

所からのみ反射がみられるようになった。また、16 ：30 頃には斜地地①-1でも部分的に反射

がみられるようになった （写真 3-4）。斜地地⑤と推定される場所からの反射は 16:50 頃まで

続き、斜地地①-1では反射域が向かって右側に移動しながら 17:00 過ぎまで続いた。 

 反射開始から終了までの継続時間は、約 70 分であり、ピーク時（16:00～16:10 頃）のパネ

ル全体の見かけ面積に対する反射場所の面積比は、約 56％であった。 

 本地点は、地点 No.8-2 とアレイ群からの方向はほぼ同じ（東南東方向）であったが（アレ

イ群からの距離は本地点の方が長い）、No.8 よりも反射の開始時刻は 3 分ほど早く、終了時

刻は 25 分ほど早かった。 

なお、当日は薄雲が掛かる時間帯があったことから、反射開始・終了時刻には誤差が含ま

れている可能性がある。 

表 3-2 調査結果概要（大森地区（小島田館跡付近）） 

 

時刻 
全体の見かけ面積に対する 

反射場所の面積比 
備考 

15:51 頃 約 33％ 反射開始 

16:00 頃 約 56％ 反射のピーク 

16:10 頃 約 56％ 反射のピーク 

16:20 頃 約 36％  

16:30 頃 約 6％  

16:40 頃 約 4％  

16:50 頃 約 2％  

17:00 頃 約 1％  

17:01 頃 - 反射終了 

総継続時間 約 70 分  

注：全体の見かけ面積：写真上の白枠の面積  
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DSC_7527 

 

 

 

 

 

写真 3-3 No.11 大森地区（小島田館跡付近）から見た反射の状況（16:10撮影）ピーク時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DSC_7547 

 

 

 

 

 

写真 3-4 No.11 大森地区（小島田館跡付近）から見た反射の状況（16:30撮影） 
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(3) No.12 国道 115 沿い（あづま脳神経外科前） 

 本地点では、15:50頃に向かって右側のアレイ群 （斜地地①-1）で反射が始まり （写真 3-5）、

16:00～16：10 頃には斜地地①-1のほぼ全体から反射光が確認された（写真 3-6）。その後、

反射の中心域が徐々に右側に移動していき、16:20 頃には反射が終了した。 

 また、斜地地⑤と推定される場所からの反射は、15:50 頃から 16:15 頃まで連続して確認

された（写真 3-5、写真 3-6）。 

 反射開始から終了までの継続時間は、約 30 分であり、ピーク時（16:00 及び 16:10 頃）の

パネル全体の見かけ面積に対する反射場所の面積比は、約 42％であった。 

なお、当日は薄雲が掛かる時間帯があったことから、反射開始・終了時刻には誤差が含ま

れている可能性がある。 

 

表 3-3 調査結果概要（国道115 沿い（あづま脳神経外科前）） 

 

時刻 
全体の見かけ面積に対する 

反射場所の面積比 
備考 

15:50 頃 約 36％ 反射開始 

16:00 頃 約 42％ 反射のピーク 

16:10 頃 約 42％ 反射のピーク 

16:15 頃 約 32％  

16:20 頃 - 反射終了 

総継続時間 約 30 分  

注：全体の見かけ面積：写真上の白枠の面積 
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DSC_9285 

 

 

 

写真 3-5 No.12 国道115 沿い（あづま脳神経外科前）から見た反射の状況（15:50撮影）反射開始直後 

 

 

 

 

 

 

 

 

DSC_9307 

 

 

 

 

 

写真 3-6 No.12 国道115 沿い（あづま脳神経外科前）から見た反射の状況（16:10撮影）ピーク時 
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3.2 移動観測 

(1) 国道 115号 

本調査では、国道 115 号の日本キャタピラー付近～あづま脳神経外科前付近を徒歩移動し、

達達太方向に向かう車両運転手からの反射光の見え方を確認した。 

調査区間における反射開始・終了時刻は、固定観測点 No.12 とほぼ同じ（開始 15:50 頃、終

了 16:20 頃）であり、反射が見られたアレイ群の位置もほぼ同じであった。 

確認地点別の写真を写真 3-7 に示す。各地点とも建物や看板等があって一部のアレイ群は遮

られるものの、同時間帯に国道 115 沿いを西向きに走行する場合、視界の右側から反射光が視

認できる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 移動観測（国道115号）写真撮影地点 

 

  

調査区間

固定No.12

①②
③

④
⑤

⑥
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IMG_1480                 IMG_1482 

 

 

 

 

 

地点①より（16:04 撮影）          地点②より（16:07 撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

IMG_1488                   IMG_1491 

 

 

地点③より（16:11 撮影）          地点④より（16:16 撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

IMG_1499                   IMG_1502 

 

 

地点⑤より（16:21 撮影）注         地点⑥より（16:25 撮影）注 

注：地点⑤及び⑥は、反射がほぼ終了した後に撮影したものである。 

写真 3-7 国道115号沿いから見た反射の状況 
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(2) 主要地方道上名倉飯坂伊達線 

本調査は、主要地方道上名倉飯坂伊達線を対象として、帯状に広がる反射光の南北方向の到

達範囲を時間を追って確認したものである。 

なお、西側に樹木や建物があって反射光の位置が正確に確認できない場所があったため、時

刻別到達範囲は前後の時刻の情報から推測したものであり、誤差がある。 

 

1) 北側（反射光到達北限付近） 

反射光の到達範囲の北限付近を観察するため、向かって右側のアレイ群（斜地地①-1）の右

端のみ反射している状況が見られる場所を探しながら南北に移動し、その時刻を記録した（写

真 3-8）。 

図 3-2 のＡ付近において 15:55 頃から樹林の隙間より反射の開始が確認された。その後、北

限は徐々に南に移動し、17:30 頃には図 3-2 のＢ付近に南限が移動、その後反射が見られなく

なった。 

 

2) 南側（反射光到達南限付近） 

反射光の到達範囲の南限付近を観察するため、向かって左側のアレイ群 （斜地地①-2 及び①

-3）の左端のみ反射している状況が見られる場所を探しながら南北に移動し、その時刻を記録

した（写真 3-9）。 

図 3-2 のＣ付近において、15:57 頃から反射の開始が確認された。その後、南限は徐々に南

に移動し、17:15 頃には図 3-2 のＤ付近に南限が移動した。17:30 頃まで南限は変わらず、そ

の後反射が見られなくなった。 

 

上記の結果を基に、図 3-2 に主要地方道上名倉飯坂伊達線を基準とした場合に反射光が到達

した範囲を時刻別に示した。反射光の到達範囲 （図 3-2 のＡからＤまでの距離）は約 1.35km で

あった。 
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DSC05918                   DSC06003 

 

 

写真 N-1（16:02 撮影）            写真 N-2（17:23 撮影） 

写真 3-8 反射光到達範囲の北限付近での観察 

 

 

 

 

 

 

DSCN8634                   DSCN8717 

 

 

 

 

 

写真 S-1（16:01 撮影）                       写真 S-2（17:31 撮影） 

写真 3-9 反射光到達範囲の南限付近での観察 

  

反射箇所 

反射箇所 反射箇所 

反射箇所 
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注：N-1～S-2 の番号は、写真 3-8 及び写真 3-9 の各写真の撮影位置である。 

西側に樹木や建物があって反射光の位置が正確に確認できない場所があったため、推定ラインには誤差がある。 

図 3-2 移動観測から推定される主要地方道上名倉飯坂伊達線沿いの反射光到達範囲 

 

  

反射光到達範囲 

推定北限ライン（傾斜地①-1 からの反射） 

推定南限ライン（傾斜地①-2、①-3 からの反射） 
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3.3 まとめ 

2026 年 6 月 17 日に行った反射光の実査結果によると、固定観測地点における反射光の継続

時間は約 30 分～約 92 分であった。また、主要地方道上名倉飯坂伊達線沿いで行った移動観測

では、南北約 1.35km の範囲で反射光を確認した。 

国道 115 号沿い（日本キャタピラー付近～あづま脳神経外科前付近）の移動観測では、確認

した各地点とも建物や看板等により一部のアレイ群は遮られるものの、反射光電生時間帯に国

道 115 沿いを西向きに走行する場合、視界の右側から反射光が視認できる可能性があることを

確認した。 

 

2026 年 5月 16 日に行った春実査とほぼ同地点の調査と比較すると、固定観測地点 No.8 （福

島西工業団地）における反射光の継続時間は、春実査時約 64 分に対し、夏実査では約 92分で

あった。また、主要地方道上名倉飯坂伊達線における移動観測における反射光確認範囲は、春

実査の南北約 1.2km に対し、夏実査では南北約 1.35km であった。 

夏実査の方が反射光の継続時間が長い主な理由としては、以下の点が考えられる。 

・夏の方が日没近くの太陽の入射方向が北寄りとなり、対象業業実施区域から見ると西側

の太の標高が低い方向に太陽がある。 

・同じ時刻の太陽仰角は夏の方が高い。 

このため、太陽から対象業業実施区域に太陽光が入射する際、夏の方が地形に遮られにくく

対象業業実施区域に太陽光が届く時間が長くなると考えられる。また、これに伴い移動観測に

おける反射光確認範囲も長くなったものと考えられる（図 3-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 春実査時と夏実査時における太陽光の入射方向の違い 
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4. シミュレーションと実査の比較 

4.1 シミュレーションと実査との比較 

(1) 反射光の継続時間 

 固定観測地点における実査で確認された反射光の継続時間と、業前に実施したシミュレーシ

ョンで計算された継続時間との比較は表 4-1 のとおりであり、差異がみられた。 

 

表 4-1 反射光の継続時間の比較（2026年6月17日） 

地点 
継続時間（分） 

（実査） 

継続時間（分） 

（シミュレーション） 

（※参考値） 

No.8-2：福島西工業団地 約 92 分 1～3 分程度 

No.11：大森地区 

（小島田館跡付近） 
約 70 分 1～2 分程度 

No.12：国道 115 号沿い 

（あづま脳神経外科前） 
約 30 分 1 分程度 

注：シミュレーションの継続時間は、実際に観測を行った日付及び位置で計算した値である。 

シミュレーションと実査では前提条件が異なり、結果の解釈には一定の留意が必要であること

から、シミュレーション結果は参考値とした。 

 

(2) 反射光の南北方向の到達範囲 

主要地方道上名倉飯坂伊達線を基準として、南北方向の反射光到達範囲を実査とシミュレー

ション及び簡易予測結果との比較を行ったところ、ほぼ一致していた（表 4-2 及び図 4-1）。 

 

表 4-2 主要地方道上名倉飯坂伊達線沿いの反射光到達範囲の比較（2026年6月17日） 

調査方法 
反射光の南北方向の 

広がり（km） 

実査 約 1.35 

シミュレーション（地形考慮あり）

（※参考値） 
約 1.35 

簡易予測（地形考慮なし） 

（※参考値） 
約 1.35 

注：反射光到達範囲の説明図は、図 4-1 参照。 

簡易予測とは、エクセルを用いてアレイ群の向きと太陽光の入射方向から、反射光の向きを

簡易に予測したもので、地形による遮蔽は考慮していない。 

シミュレーション及び簡易予測と実査では前提条件が異なり、結果の解釈には一定の留意が

必要であることから、シミュレーション及び簡易予測結果は参考値とした。 
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注：シミュレーション及び簡易予測と実査では前提条件が異なり、結果の解釈には一定の留意が必要であることから、シミュレーション及び簡易予測結果は参考とした。 

図 4-1 シミュレーション（※参考）と実査との比較図（2026年6月17日） 

6/17 の実査において、主要地方道上名倉飯坂伊達

線で反射光が観測された範囲 

簡易予測（6/17,地形考慮なし）（※参考） 

傾斜地①-1 からの影響範囲 

  傾斜地①-2 及び①-3 からの影響範囲 

 傾斜地⑤からの影響範囲 

※上記は、6/17 の実査において、主要地方道上名倉飯

坂伊達線で反射光が観測されたアレイ群である傾斜

地①-1～①-3 及び傾斜地⑤の影響範囲を表示したも

のである。 

シミュレーションソフトによる

予測（6/17,地形考慮）（※参考） 

          5（分/日） 

4 

3 

2 

1 



 

17 

4.2 シミュレーションと実査との差異 

(1) シミュレーションにおける反射光予測方法 

シミュレーションは、「太陽光発電の環境配慮ガイドライン」（令和 2 年 3 月、環境省）に示

された予測方法に従い、広範囲の予測を正確かつ効率良く行うため、以下の方法を用いて実施

した。 

1) 「反射あり」の判定方法（図 4-2参照） 

①計算したい時刻の太陽位置 （方位角、仰角）とパネルの向きから、鏡面反射（鏡の反射）（＝

太陽光がパネルに対して入射角と等しい角度で反射する）として反射方向を計算する。地形

を考慮して、太陽光がそのアレイに当たらない場合は先反射なし」と判定する。 

②計算地点から、①の反射方向と逆向きに直線を延ばす。このとき、アレイに至る直線上に地

形による遮蔽があるか確認し、遮蔽される場合は先反射なし」と判定する。 

③②で逆向きに延ばした直線が、アレイ内のいずれかのパネルと交われば、その時刻に反射光

が届くと判定する。 

④これを１分ごと、かつすべてのアレイを対象に計算し、計算地点におけるその日に反射光が

届く総時間数を計算する。 

 

2) 計算地点から逆向きに計算する方法を採用している理由（図 4-3参照） 

①太陽を起点に反射光を計算することは理論上可能である。しかし、太陽光は広い範囲に一様

に降り注ぐため、アレイを構成するパネルのどこで反射した光が計算地点に届くのかを業前

に知ることはできない。そのため、膨大な数の光線を追跡する必要があり、実用的ではない。 

②また、計算地点に届く反射点は、時間とともにパネル上を移動するため、パネル上の１点を

起点とした計算では正確な結果を得られない。 

そこで本シミュレーションでは、計算地点から反射光を逆向きにたどる方法を採用している。

この方法では、計算地点に届く可能性のある光だけを調べればよいため、効率よく正確に反射

光を予測できる。 
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図 4-2 シミュレーションにおける反射ありの判定方法 
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図 4-3 シミュレーションにおいて計算地点から逆向きに計算する方法を採用している理由 

 

 

(2) 反射光継続時間に差異が生じた主な原因 

シミュレーション結果と実査において、反射光の継続時間に違いが生じた主な原因は以下の

とおりと考える。 

シミュレーションは、先太陽光電事の環境配慮ガイドライン」（令和２年３月、環境省）を参

考に実施した。先ガイドライン」では、反射光の計算方法について先太陽光パネルに対し太陽光

の入射角と反射角は同じ角度になり、反射光は直進する性質を踏まえて、反射光の方位角及び

反射角を計算します。」とされており、鏡面反射（鏡の反射）として計算することを前提として

いる（簡易予測も同様の考え方で計算されている）。しかしながら、実際に使用されている太陽

光パネルは低反射パネルであり、表面に微細な凹凸加工が施されていることから反射角が一定

方向に収束せず、拡散反射することとなる。 

また、設置されたアレイの向き・角度が完全に一律ではない可能性もあり、これらの要因か

ら、シミュレーション結果よりも反射継続時間が延びたものと考えられる。 

上記のとおり、シミュレーション及び簡易予測の前提条件に制約がある（拡散反射に非対応、

アレイの向き・角度のわずかなずれが反映されない）ことから、定点での継続時間については、

結果として想定以上に差異が生じたものと考えられる。 
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【シミュレーションと実際の反射光の違い（推定）】 

1) 低反射パネルの特性上、反射光を拡散させる仕様となっている 

本業業で使用されている低反射パネルは、反射光の強度を抑制するために広く用いられてい

るものであり、パネル表面に以下の加工が施されている。 

① ガラス表面の凹凸加工 

ガラス表面を不規則な凹凸とすることで光を拡散させる。 

② ARコーティングガラス 

ガラス表面に AR(Anti-Reflective)コート処理を施して光の反射を抑制させる。 

これらの加工により、反射率は 7～8％に抑えられている（メーカー資料による）ものの、鏡

面反射（鏡の反射）と異なり、広い角度に反射光が拡散していると考えられる。 

なお、拡散幅（角度）についてのメーカーデータは得られなかった。 

 

【シミュレーション（鏡面反射（鏡の反射））】    【実際（低反射パネル）】 

 

 

 

 

 

 

図 4-4 シミュレーション（鏡面反射（鏡の反射）と実際の太陽光パネル（低反射パネル）の違い 

  

鏡面反射（鏡の反射）         微細な凹凸加工されたパネル 
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2) アレイの向きが完全に一律ではない可能性 

シミュレーションでは、アレイ群をいくつかに分け、各々のアレイ群を構成するアレイは向

きが一律であるとして予測している（図 2-2、ただし、斜地地⑤を除く）。 

実査で反射光を確認したところ、反射開始直前のパネルの見た目の明るさが、一律でない（ま

だら模様になっている）ことが観察された（写真 4-1）。これは、同じアレイ群の中でも、個々

のアレイの向きに多少の誤差があるためと考えられた。このことも反射光が拡散する一因とな

っているものと考えられる。 

 

 

 

 

 

DSCN8427 

 

 

 

 

 

 

 

注：説明のため、写真を暗く加工しています。 

写真 4-1 反射開始直前の様子（No.12 国道115号沿い（あづま脳神経外科前）にて15:35撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-5 アレイ群の向きのずれによる反射光の向きの違い（イメージ） 

 

【アレイの向きが一律（シミュレーション）】 

【アレイの向きが一律でない（実際の推定）】 

  アレイ 

注：本図は個々のアレイ単位では鏡面反射（鏡の

反射）するものとして表示したものである。 

全てのアレイが同じ方

向を向いているので、

反射光が広がらない。 

アレイの向きが一律でな

いため、反射光が拡散す

る。 


